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使った水のゆくえ
2 健

けん

康
こう

なくらしをささえる 期待得点

804040
標準実施時間

20分

じょう化センターのしくみや、使った水のゆくえがわかる。（ 1 ）
奈良県の下水しょりやよごれた水を流さないためのくふうについて考えることができる。（ 2 ）4年2 奈良 めあて

  よごれた水
みず

のしょりについて、考
かんが

えましょう。
   各１０点〔５０〕

（1） じょう化
か

センターがつくられたわけとして、
正
ただ

しいもの２つに をつけましょう。

（2） じょう化
か

センターの役
やく

わりについて、（　）に
あう言

こと

葉
ば

を書
か

きましょう。

　  よごれた水
みず

を（ きれい ）
〔採点基準例〕  「きれいな水」など同じ意味であれば正答。

⑧
にしている。

（3） ｛　｝の中
なか

のあう言
こと

葉
ば

を、 でかこみましょう。

（4） よごれた水
みず

を流
なが

さないために、あなたにでき
ることを、考

かんが

えて書
か

きましょう。

【評価規準】 奈良県浄化センターがつくられた理由や、汚れた水を流さない工夫を考え、表現している。

2  使
つか

った水
みず

のゆくえについて、答
こた

えましょう。
   各１０点〔５０〕

（1） 上
うえ

の図
ず

からわかること1つに、 をつけましょ 
う。

（ ） 塩えん

素
そ

こんわ池
ち

では、どろをだっ水
すい

して水
すい

分
ぶん

を取
と

っている。
（ ）

①
 じょう化

か

センターから出
で

るどろは、しょう
きゃくせつびでもやしている。

（ ） しょりしたどろは、すべてうめ立
た

てている。

（2） 次
つぎ

の説
せつ

明
めい

としてあう場
ば

所
しょ

を、上
うえ

の図
ず

の ～
から選

えら

んで、 に番
ばん

号
ごう

を書
か

きましょう。
　　 しずかに水

みず

を流
なが

して、水
みず

とどろやご 
みを分

わ

ける。
　　 空

くう

気
き

をふきこんで水
みず

をかき回
まわ

し、砂
すな

 
を底

そこ

にしずめる。

（3） 奈
な

良
ら

県
けん

のじょう化
か

センターについて、（　）に
あう言

こと

葉
ば

を から選
えら

んで書
か

きましょう。
　  じょう化

か

センターでは、使
つか

った水
みず

を集
あつ

めて、

（ 消
しょう

どく ）④ してから川
かわ

に流
なが

している。

　  じょう化
か

センターの生
せい

物
ぶつ

反
はん

のうそうでは、下
げ

水
すい

のよごれを食
た

べる（ 微
び

生
せい

物
ぶつ ）⑤ のはたら

きを利
り

用
よう

している。
　

【評価規準】 奈良県の下水処理について理解している。

1

1
3

 2
②

 1
③

魚
さかな

あたたかく 微
び

生
せい

物
ぶつ

消
しょう

どく

大
おお

雨
あめ

のときに大
や ま と

和川
がわ

の水
みず

があふれないよ
うに、水

みず

をためておくためだね。

奈
な

良
ら

盆
ぼん

地
ち

の人
じん

口
こう

がふえて、飲
の

み水
みず

が足
た

り
なくなってきたからだね。

⑦

⑥

家
か

庭
てい

や工
こう

場
じょう

で使
つか

った水
みず

を、そのまま川
かわ

へ
流
なが

していたからなんだね。

奈
な

良
ら

盆
ぼん

地
ち

を流
なが

れる大
や ま と

和川
がわ

が、全
ぜん

国
こく

でもよ
ごれのひどい川

かわ

になったからなんだね。

　（例
れい

）食
しょっ

器
き

についた油
あぶら

は紙
かみ

でふき取
と

ってからあらう。
⑩

表
現
力
〔採点基準例〕  「洗剤を使いすぎない。」「食べ残しや飲み残しをしない。」など児童ができる取り組み

が書けていれば正答。

県
けん

は奈
な

良
ら

盆
ぼん

地
ち

にじょう化
か

センターをつくっ 

て、計
けい

画
かく

的
てき

に

を広
ひろ

めていきました。

下
げ

水
すい

道
どう

森
しん

林
りん

地
ち

下
か

水
すい｛ ｝⑨

終わったら見なおしましょう。

選 

択

 〔支援例〕 汚れた水は、台所やお風呂などから出ていますね。♥

●しょうきゃくせつび

お水
ポンプ

●のうしゅくそう

消化ガス
どろしょう か

よごれた水
みず

すい

自
然
流
下

地
下
18
m

●消化タンク
しょう か

●だっ水せつび
すい

●生物反のうそう
せい ぶつ はん

●最終ちんでん池
さい しゅう ち

●最初ちんでん池
さい しょ ち●ばっきちんさ池

ち

●ちんさ池
ち

●塩素こんわ池
えん そ ち

し
ぜ
ん
り
ゅ
う

か

ち
か

水のよごれを取りのぞくしくみ（じょう化センターのしくみ）
みず と か

じょう化
か
センター

きれいになった水
みず
が出

で
るところ

ボルティセラ

トコフィリア

よごれを食
た

べる微
び

生
せい

物
ぶつ
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紀
き

伊
い

半
はん

島
とう

大
だい

水
すい

害
がい

3 自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

から人々を守る

紀伊半島大水害についてわかる。（ 1 ）　 災害から人々のくらしを守るしくみがわかる。（ 2 ）
災害に対するそなえについて考えることができる。（ 3 ）4年4 奈良 めあて

期待得点

804040
標準実施時間

20分

  紀
き

伊
い

半
はん

島
とう

大
だい

水
すい

害
がい

について、正
ただ

しいもの２つに
をつけましょう。 各１０点〔2０〕

（ ）
①

  大
おお

雨
あめ

がふり、大
だい

きぼな土
ど

砂
しゃ

くずれがおきた。

（ ） 十と

津
つ

川
かわ

村
むら

だけがひ害
がい

を受
う

けた。

（ ） 河か

川
せん

や道
どう

路
ろ

にひ害
がい

はなかった。

（ ）
②

 家
いえ

を失
うしな

ったり、なくなった人
ひと

がいた。

  災
さい

害
がい

時
じ

や災
さい

害
がい

後
ご

の人
ひと

々
びと

の活
かつ

動
どう

について、(　)に
あう言

こと

葉
ば

を から選
えら

んで書
か

きましょう。 各１０点〔3０〕

　  水
すい

害
がい

がおきたとき、すぐに地
じ

元
もと

の消
しょう

防
ぼう

や

　　 （ 警
けい

察
さつ ）③ が出

しゅつ

動
どう

して活
かつ

動
どう

し、

　　 （ 県
けん

庁
ちょう ）④ は他

た

府
ふ

県
けん

や日
に

本
ほん

赤
せき

十
じゅう

字
じ

社
しゃ

など

におうえんを要
よう

せいした。

　  ひ害
がい

を受
う

けた地
ち

いきが（ 復
ふっ

興
こう ）⑤ するた

め、観
かん

光
こう

客
きゃく

を増
ふ

やす活
かつ

動
どう

がおこなわれた。
　

【評価規準】 過去におきた紀伊半島大水害について理解している。

1

【評価規準】 災害時の関係機関の働きや復旧・復興について理解している。

2

県
けん

庁
ちょう

自
じ

衛
えい

隊
たい

警
けい

察
さつ

移
い

住
じゅう

復
ふっ

興
こう

  災
さい

害
がい

に対
たい

する取
と

り組
く

みについて、考
かんが

えましょう。
   各１０点〔５０〕

（1） 次
つぎ

のことは、上
うえ

の ～ のどの資
し

料
りょう

を見
み

て
話
はな

していますか。 に記
き

号
ごう

を書
か

きましょう。

（2） 災
さい

害
がい

にそなえた取
と

り組
く

みについて、（　）にあ
う言

こと

葉
ば

を から選
えら

んで書
か

きましょう。

　 自
じ

分
ぶん

が住
す

んでいる地
ち

いきのきけんを知
し

り、

　　前
まえ

もって（ ひなん ）⑧ 行
こう

動
どう

を決
き

めておく。

　 ふだんから地
ち

いきの人
ひと

とあいさつをすること

　　が （ 共
きょう

助
じょ ）⑨ につながる。

　

（3） 災
さい

害
がい

にそなえて、あなたにできることを考
かんが

え
て書

か

きましょう。

【評価規準】 災害時の行動や災害に対する備えについて考え、表現している。

3

ア エ

ボランティア ひなん 共
きょう

助
じょ

公
こう

助
じょ

　（例
れい

）家
か

族
ぞく

とはなれている時
じ

間
かん

に、どこにひなんするか話
はな

し合
あ

っておく。
⑩

表
現
力
〔採点基準例〕  「非常持ち出し品をじゅんびする。」など児童が自分でできる取り組みを書いていれば

正答。

エ
⑥

火
か

山
ざん

によるひ害
がい

を小
ちい

さくするため、ひな
んする場

ば

所
しょ

を教
おし

えてくれるよ。

ウ
⑦

災
さい

害
がい

にそなえた計
けい

画
かく

を立
た

てておくことで
自

じ

分
ぶん

の行
こう

動
どう

は変
か

えられるよ。

選 

択

終わったら見なおしましょう。

 〔支援例〕  災害がおこると、電気や水が止まることがあ 
りますね。

♥

県
け ん

内
な い

のひ害
が い

2011（平
へい
成
せい
23）年

ねん
9月

がつ
におきた紀

き
伊
い
半
はん

島
とう
大
だい
水
すい
害
がい
のようす（十

と
津
つ
川
かわ
村
むら
）。

警
けい
察
さつ
によるそうさく活

かつ
動
どう

観
かん
光
こう
プロモーション事

じ
業
ぎょう

県
けん
の災

さい
害
がい
対
たい
さく本

ほん
部
ぶ

日
に
本
ほん
赤
せき
十
じゅう
字
じ
社
しゃ
の活

かつ
動
どう

なくなった人
ひと
� 15人

にん

ゆくえ不
ふ
明
めい
の人
ひと
� 9人

にん

住
じゅう
たく全

ぜん
かい� 49戸

こ

住
じゅう
たく半

はん
かい� 71戸

こ

床
ゆか
上
うえ
しん水

すい
� 13戸

こ

床
ゆか
下
した
しん水

すい
� 37戸

こ

ひなんした人
ひと
� 938人

にん

地
じ
しんがおきたら高

たか
いところへにげる

など、ひなん訓
くん
練
れん
をする。

噴
ふん
火
か
のきけんせいを伝

つた
える登

と
山
ざん
ガイドの人

ひと
。

自助
自分たち

じょじ

ぶんじ
共助
地いき・
　　地元の人

じょきょう

ち

じ もと ひと

公助
国・都道府県・市町村などの人

じょこう

くに と どう ふ けん し ちょうそん ひと

災害に対する行動
こう どうたいがいさいア イ

ウ

エ

77

マイ・タイムライン
マイ・タイムラインとは、

これからおこるかもしれない
自
し
然
ぜん
災
さい
害
がい
に対して、家族の人

数や周
まわ
りの地形などのようす

に合わせて、前もって決めて
おく自分自身のひなん行動計
画のことです。１１

２２

３３

４４

５５

わたしたちの住んでいる地いきをわたしたちの住んでいる地いきを
ハザードマップで調べてみると……ハザードマップで調べてみると……

住んでいる地いきには住んでいる地いきには
どんなきけんがあるのかな？どんなきけんがあるのかな？

・・奈奈
なな

良良
らら

県や市町村のホームページ県や市町村のホームページ

・・気気
きき

象象
しょうしょう

庁庁
ちょうちょう

「 キキクル」「 キキクル」

・・

・・

情情
じょうじょう

報報
ほ うほ う

しゅう集しゅう集手手
し ゅし ゅ

段段
だ んだ ん

をを
調べよう調べよう

警警
けいけい

戒戒
かいかい

レベル１では、 ……レベル１では、 ……

警警
けいけい

戒戒
かいかい

レベル２では、 ……レベル２では、 ……

警警
けいけい

戒戒
かいかい

レベル３では、 ……レベル３では、 ……

・・

・・

どうなったらひなんする？どうなったらひなんする？

気気
きき

象象
しょうしょう

情情
じょうじょう

報報
ほ うほ う

・ひなん・ひなん情情
じょうじょう

報報
ほ うほ う

をを理理
りり

解解
か いか い

しようしよう

いちばん近いひなん場所はいちばん近いひなん場所は
どこにあるのかな？どこにあるのかな？

非非
ひひ

常常
じょうじょう

持ち出しぶくろには何を入れるといいかな？持ち出しぶくろには何を入れるといいかな？
リストをつくってかくにんしよう！リストをつくってかくにんしよう！

非非
ひひ

常常
じょうじょう

持ち出し品をじゅんびしよう！持ち出し品をじゅんびしよう！

自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

から自分を守る！

４年１組　　いとう　なな

わたしの地いきでわたしの地いきで自自
しし

然然
ぜんぜん

災災
さいさい

害害
がいがい

がおこったときに、がおこったときに、

どのように自分自身を守ればよいか考えました。どのように自分自身を守ればよいか考えました。

マイ・タイムラインマイ・タイムライン

わたしの住んでいる地
いきでは、地

じ

震
しん

とこう水
のきけんがありそう。

わたしの家は、高
こう

齢
れい

者
しゃ

の
おじいちゃんがいるから、
警
けい

戒
かい

レベル３でぜったいに
ひなんしないといけないな。
そのためには、警

けい

戒
かい

レベル
２のときに……。

警戒レベル
１

心構えを
高める

（気象庁が発表）

避難行動の
確認

（気象庁が発表）

避難に時間を
要する人は避難
（市町村が発令）

安全な場所へ
避難

（市町村が発令）

警戒レベル
2

危
険
な
場
所
か
ら

高
齢
者
等
は

避
難！

危
険
な
場
所
か
ら

全
員
避
難！

警戒レベル

3

警戒レベル

4

東
ひがし
日
に
本
ほん
大
だい
震
しん
災
さい
の津

つ
波
なみ
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山林の開発
4 くらしのなかに伝

つた

わる願
ねが

いと地いきの発てんにつくした人々

土倉庄三郎がおこなった開発についてわかる。（ 1 ）
土倉庄三郎の活動や思いについて考えることができる。（ 2 ）4年6 奈良 めあて

期待得点

804040
標準実施時間

20分

　（例
れい

）くらしがゆたかになることを願
ねが

った。
⑩

表
現
力
〔採点基準例〕  「生活がよくなることを願った。」など暮らしの向上への願いについて書いていれば 

正答。

選 

択

終わったら見なおしましょう。

  土
ど

倉
ぐら

庄
しょう

三
ざぶ

郎
ろう

について、答
こた

えましょう。 各１０点〔５０〕

（1） 土
ど

倉
ぐら

庄
しょう

三
ざぶ

郎
ろう

が、42才
さい

のころから全
ぜん

国
こく

に広
ひろ

めた
植
しょく

林
りん

の方
ほう

法
ほう

は、何
なん

とよばれていますか。

 （ 土
ど

倉
ぐら

式
しき

造
ぞう

林
りん

法
ほう ）①

（2） 庄
しょう

三
ざぶ

郎
ろう

について、次
つぎ

の文
ぶん

の（　）にあう数
すう

字
じ

や
言
こと

葉
ば

を、資
し

料
りょう

からさがして書
か

きましょう。
　 吉

よし

野
の

郡
ぐん

材
ざい

木
もく

方
かた

の父
ちち

の仕
し

事
ごと

を見
み

習
なら

い、

　　（ 16 才
さい）② のときに家

いえ

をついだ。

　  1869年
ねん

、いかだ流
なが

しのために、自
じ

分
ぶん

のお金
かね

を

使
つか

って（ 吉
よし

野
の

川
がわ ）③ を改

かい

修
しゅう

した。

（3） 資
し

料
りょう

からわかること２つに をつけましょう。

（ ） 庄しょう

三
ざぶ

郎
ろう

は、各
かく

地
ち

をまわって林
りん

業
ぎょう

を学
まな

んだ。

（ ）
④

 庄
しょう

三
ざぶ

郎
ろう

は、村
むら

を通
とお

る水
すい

路
ろ

や道
みち

を、いくつも
整
せい

備
び

した。

（ ）
⑤

 庄
しょう

三
ざぶ

郎
ろう

は、60才
さい

をこえてから台
たい

湾
わん

にわたり、
植
しょく

林
りん

の方
ほう

法
ほう

を教
おし

えた。

（ ） 庄しょう

三
ざぶ

郎
ろう

は、川
かわ

上
かみ

村
むら

の村
そん

長
ちょう

になったあと、村
そん

会
かい

議
ぎ

員
いん

もつとめた。

【評価規準】 土倉庄三郎の事業について理解している。

1   土
ど

倉
ぐら

庄
しょう

三
ざぶ

郎
ろう

の活
かつ

動
どう

について、考
かんが

えましょう。
   各１０点〔５０〕

（1） 次
つぎ

の話
はなし

と関
かん

係
けい

のある資
し

料
りょう

を、上
うえ

の ～ か
ら選

えら

んで に記
き

号
ごう

を書
か

きましょう。

（2） 庄
しょう

三
さぶ

郎
ろう

の活
かつ

動
どう

について、（　）にあう言
こと

葉
ば

を
から選

えら

んで書
か

きましょう。
　  庄

しょう

三
ざぶ

郎
ろう

の指
し

導
どう

で、川
かわ

上
かみ

村
むら

だけでなく、日
に

本
ほん

の

林
りん

業
ぎょう

が（ 発
はっ

てん ）⑧ した。

　  国
くに

の政
せい

治
じ

や（ 教
きょう

育
いく ）⑨ に取

と

り組
く

む人
ひと

たち

に協
きょう

力
りょく

し、たくさんのお金
かね

を出
だ

した。
　

（3） 庄
しょう

三
ざぶ

郎
ろう

は、どんなことを願
ねが

って活
かつ

動
どう

していま
したか。次

つぎ

の文
ぶん

に続
つづ

けて書
か

きましょう。
　　地

ち
いきや国

くに
のために力

ちから
をつくし、人

ひと
々
びと

の

【評価規準】 土倉庄三郎の活動や開発の願いについて考え、表現している。

2

ア エ

管
かん

理
り

発
はっ

てん 教
きょう

育
いく

観
かん

光
こう

イ
⑥

これまでとはちがう方
ほう

法
ほう

で、質
しつ

のよい木
き

がたくさんつくれるようになったよ。

ア
⑦

材
ざい

木
もく

を運
はこ

ぶだけでなく、荷
に

車
ぐるま

を使
つか

ってた
くさんのものが運

はこ

べるようになったよ。

 〔支援例〕 庄三郎の活動は、人々の生活の助けになりましたね。♥

●
す
ぎ
　
○
ひ
の
き

杉
すぎ
とひのきの植

う
え方

かた土
ど
倉
ぐら
庄
しょう
三
ざぶ
郎
ろう

いかだ流
なが
し

土
ど

倉
ぐ ら

庄
しょう

三
ざ ぶ

郎
ろ う

の一
い っ

生
しょう

年
ねん

年
ねん
れい おもなできごと

1840 0 大
おお
滝
たき
の山
さん
林
りん
地
じ
主
ぬし
の家
いえ
に生

う
まれる。

1855 16 吉
よし
野
の
郡
ぐん
材
ざい
木
もく
方
かた
などの父

ちち
の仕

し
事
ごと
を見

み
習
なら

い、家
いえ
をつぐ。

1869 29 自
じ
分
ぶん
がお金

かね
を出

だ
し、いかだ流

なが
しがし

やすいように吉
よし
野
の
川
がわ
を改
かい
修
しゅう
する。

1876 36 寄
き
付
ふ
をし、奈

な
良
ら
県
けん
で最

さい
初
しょ
の小

しょう
学
がっ
校
こう
を

つくる。

1882 42 土
ど
倉
ぐら
式
しき
造
ぞう
林
りん
法
ほう
を全

ぜん
国
こく
に広

ひろ
める。大

たい
金
きん

を寄
き
付
ふ
し、同

どう
志
し
社
しゃ
大
だい
学
がく
ができる。

1883 43 五
ご
社
しゃ
峠
とうげ
道
みち
など吉

よし
野
の
川
がわ
ぞいの道

みち
を広

ひろ
げ

る。

1885 45 宇
う
野
の
峠
とうげ
ごえの道

みち
を広
ひろ
げる。

1895 55 村
むら
から大

おお
台
だい
ヶ
が
原
はら
を通

とお
り、三

み
重
え
県
けん
へ材

ざい

木
もく
を出

だ
す道
みち
を広
ひろ
げる。

1902 62 台
たい
湾
わん
で造
ぞう
林
りん
法
ほう
を指

し
導
どう
する。

1917 77 なくなる。

ア

ウ

イ

エ

道
みち
はばが広

ひろ
くなった道

みち

岩
いわ
をくだいてつくった水

すい
路
ろ

かわかみ源
げん
流
りゅう
学
がく
園
えん
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804040
標準実施時間

20分

西光万吉たちが始めた運動についてわかる。（ 1 ）
西光万吉たちの運動や人権を守るための活動について考えることができる。（ 2 ）4年6 奈良 めあて

  西
さい

光
こう

万
まん

吉
きち

たちの運
うん

動
どう

について、考
かんが

えましょう。
   各１０点〔５０〕

（1） 次
つぎ

の話
はなし

と関
かん

係
けい

のある資
し

料
りょう

を、上
うえ

の ～ か
ら選

えら

んで に記
き

号
ごう

を書
か

きましょう。

（2） 西
さい

光
こう

万
まん

吉
きち

たちが広
ひろ

めた活
かつ

動
どう

について、（　）に
あう言

こと

葉
ば

を から選
えら

んで書
か

きましょう。

　  人
ひと

はすべて（ 平
びょう

等
どう ）⑧ であり、一

ひ と り

人ひと

りが人
にん

間
げん

らしく生
せい

活
かつ

することのできる

　　（ 社
しゃ

会
かい ）⑨ をつくるために活

かつ

動
どう

した。

　

（3） 万
まん

吉
きち

たちがおこなった運
うん

動
どう

は、今
いま

ではどう
なっていますか。次

つぎ

の文
ぶん

に続
つづ

けて書
か

きましょう。

　　 一
ひ と り

人ひとりを人
にん

間
げん

として大
だい

事
じ

にする運
うん

動
どう

は、

【評価規準】 水平社運動や人権を守るための活動について考え、表現している。

2

ア エ

復
ふく

しゅう 差
さ

別
べつ

平
びょう

等
どう

社
しゃ

会
かい

人々の幸せを願
ねが

って
4 くらしのなかに伝

つた

わる願
ねが

いと地いきの発てんにつくした人々

  西
さい

光
こう

万
まん

吉
きち

たちの活
かつ

動
どう

とめざした世
よ

の中
なか

につい
て、答

こた

えましょう。 各１０点〔5０〕

（1） 西
さい

光
こう

万
まん

吉
きち

のわかいころのようすについて、正
ただ

しいもの１つに をつけましょう。

（ ） 小しょう

説
せつ

家
か

になるために、東
とう

京
きょう

の学
がっ

校
こう

で勉
べん

強
きょう

に
はげんでいた。

（ ） 西さい

光
こう

寺
じ

の住
じゅう

職
しょく

になるために、きびしい修
しゅ

行
ぎょう

をおこなっていた。

（ ）
①

 おさないころからたくさんの差
さ

別
べつ

にあって
いた。

（2） ｛　｝の中
なか

のあう言
こと

葉
ば

を でかこみましょう。

　  西
さい

光
こう

万
まん

吉
きち

は、1922年
ねん

に日
に

本
ほん

で最
さい

初
しょ

の

　　 寺
てら

美
び

術
じゅつ

院
いん

人
じん

権
けん

宣
せん

言
げん｛ ｝② をつくった。

　  万
まん

吉
きち

は、仲
なか

間
ま

と始
はじ

めた活
かつ

動
どう

のために荊
けい

冠
かん

旗
き

を

デザイン はん売
ばい

研
けん

究
きゅう｛ ｝③ した。

（3） 西
さい

光
こう

万
まん

吉
きち

たちの活
かつ

動
どう

について、次
つぎ

の文
ぶん

の（　）
にあう言

こと

葉
ば

を書
か

きましょう。

　  1922年
ねん

、京
きょう

都
と

市
し

で（全
ぜん

国
こく

水
すい

平
へい

社
しゃ）

〔採点基準例〕  「水平社」でも正答。

④
の創

そう

立
りつ

大
たい

会
かい

が開
ひら

かれ、差
さ

別
べつ

の（ な い ）
〔採点基準例〕  同じ内容であれば正答。

⑤
世

よ

の中
なか

をめざした運
うん

動
どう

が始
はじ

まった。

【評価規準】 西光万吉の活動と水平社の概要を理解している。

1

終わったら見なおしましょう。

エ
⑥

水
すい

平
へい

社
しゃ

の歴
れき

史
し

と、差
さ

別
べつ

をなくすための活
かつ

動
どう

をしょうかいするためにつくられたよ。

ア
⑦

水
すい

平
へい

社
しゃ

の活
かつ

動
どう

は、全
ぜん

国
こく

に広
ひろ

がっていった
んだね。

　（例
れい

）今
いま

も受
う

けつがれている。
〔採点基準例〕 「続いている。」など継続に触れた内容であれば正答。

⑩

表
現
力

選 

択

 〔支援例〕 ㋒や㋓の資料から、今の様子がわかりますね。♥

1998年
ねん
につくられ、西

さい
光
こう
万
まん
吉
きち
の映

えい
像
ぞう

などを見
み
ることができる。

奈
な
良
ら
県
けん
では、毎

まい
月
つき
11日

にち
を「人

じん
権
けん
を確

たし
か

めあう日
ひ
」と決

き
めている。

ウ

荊
けい
冠
かん
旗
き

わかいころのわかいころの西西
さいさい

光光
こうこう

万万
まんまん

吉吉
きちきち

のの動動
うごうご

きき

全
ぜん
国
こく
水
すい
平
へい
社
しゃ
をつくった人

ひと
たち

西
さい
光
こう
万
まん
吉
きち

　全
ぜん

国
こく

水
すい

平
へい

社
しゃ

の活
かつ

動
どう

は、世
よ

の中
なか

のまちがった考
かんが

えを正
ただ

し、あるがままの人
にん

間
げん

を受
う

け入
い

れようとするものです。
　西

さい

光
こう

万
まん

吉
きち

も、「これまでの差
さ

別
べつ

に対
たい

す
る復

ふく

しゅうではなく、人
にん

間
げん

を人
にん

間
げん

と思
おも

わ
ないあわれな人

にん

間
げん

を救
すく

うための運
うん

動
どう

」と
言
い

っていました。

イ

エ

つくられた水
す い

平
へ い

社
し ゃ

とできた年
と し

水
す い

平
へ い

社
し ゃ

博
は く

物
ぶ つ

館
か ん

「人
じん　けん

権を確
たし

かめあう日
ひ

」のポスター

西
さ い

光
こ う

寺
じ

の住
じゅう

職
しょく

の話
はなし

1922年
ねん

東
とう
京
きょう
、京

きょう
都
と
府
ふ
、埼
さい
玉
たま
県
けん
、三

み
重
え
県
けん
、奈

な
良
ら
県
けん
、

大
おお
阪
さか
府
ふ
、愛
あい
知
ち
県
けん
、兵

ひょう
庫
ご
県
けん

1923年
ねん

関
かん
東
とう
、群
ぐん
馬
ま
県
けん
、静
しず
岡
おか
県
けん
、高
こう
知
ち
県
けん
、愛

え
媛
ひめ
県
けん
、

滋
し
賀
が
県
けん
、全
ぜん
九
きゅう
州
しゅう
、岡
おか
山
やま
県
けん
、山
やま
口
ぐち
県
けん
、

和
わ
歌
か
山
やま
県
けん
、佐

さ
賀
が
県
けん
、福
ふく
岡
おか
県
けん
、鳥
とっ
取
とり
県
けん
、

熊
くま
本
もと
県
けん
、広
ひろ
島
しま
県
けん
、栃
とち
木
ぎ
県
けん

1924年
ねん

大
おお
分
いた
県
けん
、茨

いばら
城
き
県
けん
、長
なが
野
の
県
けん
、岐

ぎ
阜
ふ
県
けん
、

香
か
川
がわ
県
けん
、全
ぜん
四
し
国
こく
、千

ち
葉
ば
県
けん
、徳
とく
島
しま
県
けん

1925年
ねん

山
やま
梨
なし
県
けん

1928年
ねん

長
なが
崎
さき
県
けん

ア

年
ねん

年
ねん
れい おもなできごと

1895
（明

めい
治
じ
28）

０ 南
みなみ
葛
かつら
城
ぎ
郡
ぐん
掖
わき
上
がみ
村
むら
（現

げん
在
ざい
の御

ご
所
せ
市
し
）

柏
かし
原
はら
の西

さい
光
こう
寺
じ
で生

う
まれる。

1909 14 奈
な
良
ら
県
けん
内
ない
の公

こう
立
りつ
中
ちゅう
学
がっ
校
こう
に入

にゅう
学
がく
。差

さ

別
べつ
になやむ。

1911 16 京
きょう
都
と
市
し
内
ない
の私

し
立
りつ
高
こう
校
こう
に転

てん
校
こう
したが、

差
さ
別
べつ
と病

びょう
気
き
のため、学

がっ
校
こう
をやめる。

その後
ご
京
きょう
都
と
で洋

よう
画
が
を学
まな
ぶ。

1917
（大

たい
正
しょう
6）

22 病
びょう
気
き
のため、奈

な
良
ら
に帰
かえ
る。

1920 25 御
ご
所
せ
市
し
で「燕

つばめ
会
かい
」をつくり、人

ひと
々
びと

の生
せい
活
かつ
を良

よ
くする活

かつ
動
どう
をする。

阪
さか
本
もと
清
せい
一
いち
郎
ろう
・駒

こま
井
い
喜
き
作
さく
ほかととも

に水
すい
平
へい
社
しゃ
創
そう
立
りつ
の準

じゅん
備
び
をする。

1921 26 「よき日
ひ
の為

た
めに」のパンフレッ

トをつくる。
1922 27 京

きょう
都
と
市
し
公
こう
会
かい
堂
どう
で全

ぜん
国
こく
水
すい
平
へい
社
しゃ
創
そう
立
りつ
大
たい

会
かい
を開

ひら
く。日

に
本
ほん
で最

さい
初
しょ
の人

じん
権
けん
宣
せん
言
げん

である水
すい
平
へい
社
しゃ
宣
せん
言
げん
をつくる。

水平社博物館

水平社博物館

水平社博物館


